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第 7回建設発生
=活

用に関するワーキンググループについて

企画振興部リニア推進振興室

1 口 時 平成 27年 1月 14日

`水

, 13時 15分～13時 45分

2 場 所 飯田消費生活センター大会議室

3概 要

(1)発生土活用候補地の検討状況について

くリニア室説明)【資料 1】

現在 沿線各都県の全発生土量の約26%について活用が決まっている.

本県については 昨年 7月 にJR東海にリストを提供.山 fI県 岐阜県も同

様に情報提供されている.

東京都、神奈川県を除き 概ね全量が賄えるようである.

(」 R東海説明)

【事業の進捗状況】

12月末までに計画した市町村単位 自治会単位での説明会を終了

今後、状況の整つた箇所から現地測量 (中心線測量)に入っていきたい。

細部の説明を要請された市町村や自治会に 再度の説明会実施を検討中.

【活用候補地関係】

リス トを受領し、該当市町村、建設事務所を訪問 現地確認し その中から

優先度の高い候補地を選定し 県や関係市町村に報告した。

発生土活用について下記の優先頂で考えている

0」 R東海のリエアの事業に再利用する に電所 保守基地など)

②公共事業への利用を優先的に考える。

JR東海が土砂を運び,地に搬入するが 敷き均し 転二等は事業者にお

願いする.

③市町村から提案のあつた候補地

JR東海が新たに確保する発生土置き場として環境調査が必要て 関係自

治会等の役員に説明を始めている.また 昨年末には 道路上から猛禽類

の調査を始めている.

0は自治会など関係者の了解後 年度内から測量に着手を予定.

測量後、計画図を作成し、高度 地元 地権者に説明する予定

並行して行政手続きについて 下協議 (保安ホ解除等)を進めたい。

地元の了解 行政手続きの見通しがたつた時点で「発生上置き場」として決

定と考えたい。

その後 詳細な設計 用地測量 行政手続きの本申請を進めていきたい.

運搬路の経路が決まったら 関係自治体 道路管理者と協議したい。
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説明会で質問が多く出た「発生土置場の安全性Jについての回答を説明.

①今後地質口査や測量を実施した上で関係技術基準に基づいて法面の勾配の

様保、徘水投備の設置を行いたい。

②必要に応じ、よう壁や土留めの設置も検討する。

◎工事完了後には 法面の機種 吹き付け 緑化などを早く実施する.

④勾配は、最急勾配 1対 2(約 26魔)よ りきつくならない。

(リ ニア菫説明)

【資料2,
:県で市町村年からいただいた情報に基づき贅料をまとめた。

当面の口奎について 飯田市ほか3町村で鋼査や側量が予定されている。

今回調査対象でない木■■ 阿南lrについても,|き続きの候補となる.      `｀ 1

下段の国み「2」 は公共事業ということで 着手段階でJR東海が投入.

今後、内部会議で説明を求められたら、資料2を使用する.

【資料 3】

資料3は発生土の活用先を想定したもの。取扱いには特に留意願いたい。

阿智村 南木曽lrはまだメトが立っていないが 両役場と相談中である.

資料は 昨年末の状滉で、今後、追加があると見込んでいる。

※質疑なし

(2)発生土活用候補地の追,1について

(リ ニア壼説明)【資料4】
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と,澤建設事務所からは1衝所 飯田市からは複数僣所の掟未を頂い

たIII、 昨年のリスト (資料4)の0印は動くことはなく リストとしては変

更がない。

リスト (資料4)についてJR東海で市町村と調整いただき、検討いただき

たい。

今後も候補地について 全量の活用先が決定するまで、情報提供をお願いし

たい.

※質疑なし

(3)今後の予定について

(リ ニア菫説明〉【資料 5】
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第 1弾の候補地については 地元説明を進め 年度内に測童 説明に入る

中段の「法定協議Jは 保安林解踪等について県と事前協議をしている.

本協議は地元に説明し詳細な計画力・rF成後となり しばらく先の見込み.

環境影響評価法の事後調査のうち 猛禽類調査は既に着手したとのこと。

県内950万ピの発生上が見込まれるが 全ての活用先が決まるまでは j
R東海により この流れに沿った検討が進められる.

lrk補地が決まれば 運搬路等の対策について検討が必要になる.,き続きご

協力をお願いしたい.

×質疑なし

く4)その他

(,那建設事務所)

JR東海の説明で、公共事業への利用で JR東海は「運搬Jまでで 「致き0し」

は事業主とのことだがこれで決定ということか

(」 R東海)

敷き均し 転二等は事業主にお願いしたい。

(伊那建設事務所)

ケースによっては JR東海で敷き均し 転圧等をやっていただけるのか

くJR東海)

個別の状況については ,合せしたい。

(終 了 )
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Subi eet 【リニア発生土WG】 第 7回 WGの資料及び概要について
Dat8: Fri  16 Jan 2015 11:28:20 +0000
From:石 田 吉則 くsh aa yosh 10r opref,agalo lg J。 〉
To:リ ニア推進振Ell室下伊那駐在石日害則 くsh da yosh ior epref laganoは io〉

リニア建設発生土活用WG 各位

お世話様です.

1月 14日 に開催した第7回WGの配布資料と会議概要をお送りします.

なお この会議は開催通知に記載したとおり '卜公開て開催しました.

また 配布資料 (特に資料 3)については 取扱いにご留意をお願いします.

×このメールは会議に出席されな711つ たメンバーにお送りしています.

しあわせ信州創造プラン (長野県総合 5か年計画)推進キ !

http://w湘性prei nagaro l『 ,p/k:kaku/kensei/shisaku/5kalen/shiawase html

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆
企画振興都交通政策雲リニア推進振興菫 (下伊ヨF駐在)

・ 代当最昌推携驚υξ早11長引線2285)
‐ 直通電話 0265 Gω  0482

F A X     0215(53)0404
卜■ail :  ,shida― yOshinori@pref ■agano ltt jo

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆
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第7回 建設発生土活用に関するワーキンググループ

平成 27年 1月 14日 (水 )

13:15～ ■■つ ●‐

/:ヽ イ
'

1 発生土活用候補地の検.f状況について

2 発生生活用候補地の追力1について

3 今後の予定について

4 その4L



算フ回 リニア中央新幹線に係る建設発生土活用に関するワーキンググループ 出席者名簿

平成27年 1月 14日 (水 )

飯田消費生活センター 2階大会議室

| ′

団体名 所 属 職 名 氏 名

東海旅客鉄道(株 ) 中央新幹線建設部
ト
レ

Ｊ
冽

/1闇

天竜川上流河川事務所 砂け調査課 事業対策官 後藤  明

飯田国道事務所 調査設.t課 調査係長 石緯 聡

伊 〕「 市 建設都 建設課 主 査 有賀 慎

駒ケ根市 建設部 都市整備課
課長補佐無

道路河川僚長
竹村 正宣

長 野 町 建設水道課 上緞係員 小澪 佑親

策 備 町 建設水道諷 上下水道工苺揉長 柴官 賢吾

■ || 村 建設水道課 建設係長 小池 久志

上,1,広重連合 土木振興課 課長補佐 筒丼 健治

伊那建設事務所 整備課
課長補佐兼

計画調査係長
関 ―規

飯 田市

リニア推進部
リニア推進課

事業鶴整係長 山口 葵■

技 師 久保敷 政彦

建設部
口県リニア事業凛

リニア事業係長 下平 嵐寛

松 ‖1町 まちづくり政策課
まちづくり推進係長兼

り■7対策奎長
西浦 素之

高 森 町 建設水道課
課長捕佐兼
建設係長

田切 正樹

阿 南 町 振興課 農林土木係長 佐々木 智

阿 智 村 地域経営課
課  長 丼原 清登

= 
事 川村 真

根 羽 村 振興課 建設係長 前日 千穆

下 條 村 総務課 主  任 宮澤 孝昭

売 木 村 産業凛 産業係長 村松 養隆

=阜
村 振興課 建設揉長 官澤  仁



団体名 所 属 職 名 氏 名

蕎 木 村 高速交通対策課
課  長 丼澤 広癸

高速交通対策係長 洸浪 勝幸

皇 丘 村 総務課 リニア対策室長 奉田 勝ニ

大 麓 村 産,建設課 建設水道係長 足助 菫則

南信州広,適合

`務
局

事務局次長 吉

" 
昌彦

事務局次長鶴t 塚平  裕

飯田建設事務所 整備課
課長補佐兼

計画罰■係長
中● 勇―

下伊那地方事務両

環境諄 課  長 丸山 裕之

晨政摯
課長補佐兼
晨政係長

松下 和永

林鵜課

課長補佐兼
治山算―係長

澪田 拓也

副多事兼課長補佐兼
治山第二tr長

EI田 喜彦

担当

`長
小山 雅之

木 曽 ●f 建設水道課 土木保長 中村 淳志

上 松 町 建設水道課 土木住宅係長 狭場 敦

南木曽町
違餃織境譲 建翻兼■ 鈴木 健二

総務課 企画担当係長 末松正文 ⑫

木 祖 村 建設水道課 瞑  長 山田 陽―

本曽広域連合 地撃録興課 課  長 向井 搭明

木曽建設事務所 維持管理課

管理候長 北澤 学

主 事 4ヽ地 健郎

●

(事務局)県企lH崚興都

リニア推進振興童

く下●那壼在)

く下伊郷駐在)

課長捕佐 屋戸 自港

担当係長 山崎 隆雄

リニア推進幹 石日 暮則

リニア推進彙務嘱託員 秦 嘉雄



リニア中央斬幹線に係る建設発生生活用に関するワーキンググループ 配席図
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飯田建設事務所

下,那地方事務所

阿南町

高森町

松川町

燎田市

飯田市

銀田市

伊那建設事務所

上伊力瞳 燎連合

環境:

下伊邦地方事務所
晨改課

下,那地方事務所
林務課

下伊郷地方事務所
林務課

下伊那地方事務所
林務課

木曽町

上松lj

南本曽町

南木曽町

未担村

中川村

箕輸町

長野町

駒ケ根市

,那市

銀田国道事務所

天竜川上流
河,事務所

木曽広域連合

未曽建設事務所

木曽建設事務所

リニア推進振興宣 東海旅客鉄道(株 )
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発生土活用に関する沿線都県の状況

長野県企画振興調 ニア推進振興室

注)ト ンネル掘肖1■量及び切土量の合.I

東京都 600

1未

定

神奈川県 1 140 360 車両基地でオ1月 lLは未定

山梨県 676 450
変電所 県公共事業等

×H26521:公共事業 に 事業)民 間

事業 6箇所)の情報を IR東海へ提供

静岡県 360 360 民有地への盛上

長野県 974
未定

×H2677:活用の可能性がある事業

リストを JR東海へ提供

岐卓県 1 280 300
車両基地でrl月  他は未定

×H20825:公共事業 0事業)民 間

事業 07箇所)の情報を提供

愛知県 650
未定

X鉱 山の埋戻しに全量の活用が可能

026630新聞報道)



資料 2:IIR扱注意

リニア中央新幹線 建設発生上活用に関する状況

長野県リニア推進振興室

※平成 26年 7月 、」R東海に対して「建設発生土活用候補事業

リス ト」を提供しましたが、これまでのJR東海による候補地

絞込みの状況は、以下のとおりです。

※平成 26年 12月 現在

(活用先は調整中であり、今後増える可能性があります。)

2 事業の着手にあわせて発生土搬入が見込まれる市町村

(」 R東海による環境調査・測量は行われない予定)

◆ 飯 田 市 (県道改良)

◆ 大 鹿 村 (造成)

◆ 喬 木 村 (造成)
,

◆ 駒ヶ根市 (市道改良)

◆ 中 川1村 (県道改良)

1 」R東海による環境調査や測量が予定されている市町村

◆     (窪 地の埋立て)

◆
　
◆
　
◆

(窪地の埋立て)

(窪地の埋立て)

(窪地の埋立て )



資料 3:取扱注意

リニア中央新幹線 建設発生上の活用先 (想定)

長野県企画振興部リニアlr進振興室

―   (造
成 )

口 窪地埋立,

(市道改良,

口   (県
道改良〕

―   (窪地埋立,

―
帷 脚

■■■日(窪地埋立 県道改良,

■■■日(窪地埋立,

※平成 26年 12月 現在

〈活用先は調整中であり 今後増える

可能性がある。)

阿智村

"|万

ml

南木曽町

“

76万 m)

IT「露TT,:。万■'|「



資料4、H26年 7月 に」R東海へ提供したリスト)

リエア中央新幹線建設発生土

市町村等から提案のあつた活用の可能性がある事業リス ト

(注)上記事業は、必ずしも地権者や近隣tt民等の了解を得たものではありません。また、優安林解除等の法的手続きが可能かどうかも

未41明です。従つて、本書記載の事業が実際の活用先になるとは限りません。

長野県リニア推進振興室

上伊那
駒ヶ根市 0 公共事業

県伊那建設事務所 0 公共事業

飯口 下伊那

飯田市 0 公共事業、窪地の理立て

松川町 0 公共事業、窪地の理立て

阿南町 0 窪地の理立て

阿智村 0 窪地の理立て

下條村 0 窪地の理立て

喬木村 0 窪地の理立て

豊丘村 0 窪地の埋立て

大鹿村 0 公共事業

県飯日建設事務所 0 公共事業

木 曽 木祖村 O 窪地の理立て

計 10市町村 2建設事務所

1地域
.:



発生土活用先決定までの想定されるながれ

資料5

(窪地埋立ての場合)
長野県リニア推進振興室

地元説明(現地調査立入り)

施設計画の作成
【運搬路、防災施設(去留工 排水工)等 】

地元説明(計画図)

環境影響評価法

に基づく事後調査

【搬入完了後まで継続】

法定協議

【保安林解除、
林地開発

農地転用等 】

用地処理

【借地 物件補償年 】

発生土受入れ準備工事の実施
【運搬蕗、防災施設等】

自
治
体
と
の
連
携
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